
和光大学カスタマーハラスメント対応フロー
➢ 緊急性や危険性を伴う場合、大学内だけでなく警察への通報も考慮に入れておくことが重要です。

➢ この対応フローは、基本的な対応フローであり、必ずしもこのとおりにならない場合もあります。

カスハラ発生時の対応 カスハラ発生後の対応

それ以外の
申出

著しい迷惑行為

長時間にわたる高圧
的な電話などの行為

初期対応

原則として
複数名で対応

適宜適切
に対応

対応終了

教職員等が
迷惑行為を
受ける

総務課総務係
へ報告

各部署の長へ
相談・報告

心身のケア
方針に基づく

対応
各部署と総務係が

連携

毅然とした対応

メッセージ
の発信

事例検証

出入禁止

対応が困難な場
合は、対応者を

変更

2026.10.1制定

緊急危険性あり

暴行などの明らかな
違法行為

身の安全
を確保 必要に応

じて警察
に通報

緊急性に
よっては
即対応


